
【様式２】

岩脇 小学校

番号区別 路線名 危険な状況の内容 対策内容 R6.3.1現在対策実施状況 事業主体 備考

① 交通

市道古庄駅
前２号線

途中までグリーンベルトが設
置されているが十分ではな
い。通勤通学時の自動車の交
通量も多く，登下校時の通行
が危険である。

(1)グリーンラインの設置（両側）
(2)安全な通行についての児童
への注意喚起

(1)令和６年度以降に対策予定
(2)学級等で安全な通行につ
いての指導を行う。

(1)道路管理者（市）
(2)学校

② 交通

市道古庄旧
道線

道幅が狭く見通しが悪い。県
道への抜け道として通勤通学
時の自動車の交通量が多く、
登下校時の通行が危険であ
る。

(1)グリーンラインの設置（両側）
(2)安全な通行についての児童
への注意喚起

(1)令和６年度以降に対策予定
(2)学級等で安全な通行につ
いての指導を行う。

(1)道路管理者（市）
(2)学校

③ 交通

市道岩脇町
筋線

道幅が大変狭く見通しが悪
い。自動車を避けるだけのス
ペースもなく、登下校時の通
行が危険である。

(1)児童への交通安全指導や保
護者への注意喚起とともに、ス
クールガード等の関係機関と連
携した見守り活動を強化する。

(1)スクールガード、保護者、教
職員等による朝の見守り活動
を行っている。

(1)学校、スクールガー
ド

④ 交通

市道古毛高田
中央線・市道
阿千田線・市
道阿千田岩脇
線

道幅が大変狭く、ブロック塀な
どで大変見通しが悪い交差
点。保護者の送迎や地域住民
の抜け道となっており、大変危
険である。

(1)ストップマーク等の設置で、
児童が確実に止まることを意識
づける
(2)児童への交通安全指導や保
護者への注意喚起とともに、ス
クールガード等の関係機関と連
携した見守り活動を強化する。

(1)ストップマークの設置は必
要とされる地域で準備、設置
(2)スクールガード、保護者、教
職員等による朝の見守り活動
を行っている。

(1)学校・地域
(2)学校

⑤ 交通

市道原平西
園線・市道
羽ノ浦横断
道側道東線

自動車道建設に関連して道路
が拡張され、交通量が多く
なっている。横断歩道がなく、
道路の交差状況により横断が
しづらい。

(1)カーブミラーの角度
調整
(2)児童への交通安全指導や保
護者への注意喚起とともに、ス
クールガード等の関係機関と連
携した見守り活動を強化する。

(1)令和５年１０月に実施済み
(2)保護者、教職員等による朝
の見守り活動を行っている。横
断歩道を設置できないため、横
断の方法について指導してい
る。

(1)道路管理者（市）
(2)学校

⑥ 交通

県道
276号線

交通量の多い幹線道路であ
るが横断歩道がない。ガード
レールが障害となり横断でき
ず、登校時は左側通行を余儀
なくされる。

(1)安全な通行について児童へ
の注意喚起

(1)横断歩道を設置できないた
め少し離れた横断歩道が設置
されているところまで別ルート
を通るよう家庭に連絡し、児童
にも指導している。

(1)学校

Ｒ5年度　通学路合同安全点検　対策内容等調査票

学校名

通学路の危険箇所

阿南市羽ノ浦町古庄古野神
（羽ノ浦町公民館古庄分館
前～交通安全道路入口にか
けて）

阿南市羽ノ浦町古庄古野神
（森本板金横～宮本病院駐
車場横にかけて）

阿南市羽ノ浦町岩脇町筋
（ビューティーサロンオオカワ
～岩脇小学校にかけて）

阿南市羽ノ浦町岩脇町筋
（西在所集会所近く交差点）

阿南市羽ノ浦町岩脇原平
（徳島南部自動車道高架脇
交差点）

阿南市羽ノ浦町明見
（(株)ファイブ羽ノ浦工場近
く新興住宅地）



A 防犯

不明 過去に不審者情報が連続して
発生している。高架下で周囲
からの目が届きにくい心配な
場所である。

(1)児童への安全指導・下校時の
見回り活動の強化（定期的なパト
ロール）
(2)児童への安全指導や不審者
対応訓練、保護者への注意喚起
とともに、警察等の関係機関と連
携した見守り活動を強化する。

(1)継続して定期的にパトロー
ルを実施している。
(2)警察や健全育成センターが
定期的なパトロールを行ってい
る。

(1)青少年健全育成セ
ンター
(2)学校

阿南市羽ノ浦町古庄大道ノ
西
（古庄大橋北詰高架下）
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